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4　　和地校区
学校は今・・・

職場体験の取り組み

広
報たはら

田原市民活動支援センターのページ 7

広報サポーターだより
農業ってすばらしい！若き農業人の挑戦

菜の花電車で
　    出発進行



大谷敦
あ つ こ

子

　

こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
大
谷
敦
子
で
す
。
田
原

市
は
、
農
業
が
と
て
も
盛
ん
で

平
成
17
年
の
農
業
産
出
額
が〝
日

本
一
〟
で
す
。
私
は
、
他
県
か
ら

移
り
住
ん
で
３
年
に
な
り
ま
す
が
、
田
原
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
畑
な
ど
の
風
景
が
大
好
き
で
す
。（
も
ち
ろ

ん
、
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
る
の
も
大
好
き
！
）　

　

私
は
、
地
元
の
食
材
を
多
く
扱
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
農
家
の
方
の
お
話
を
聞
く
機
会
が
多
々
あ
り
ま
す
。
農

家
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
仕
事
に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

私
が
興
味
を
持
っ
た
若
き
農
業
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

和
地
町
で
農
業
を
営
む
藤
井
英
夫
さ
ん
。
３
年
前
に

会
社
を
設
立
し
、
主
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
キ
ャ
ベ
ツ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
野
菜
を
栽
培
し
販
売
す
る
だ
け

で
な
く
、
農
業
指
導
や
就
農
支
援
、
遊
休
農
地
の
活
用
、

中
国
で
の
農
業
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市民
発!

３ 中国での農業指導
日本だけでなく、中国でもミニ
トマト栽培を行っています。現
地で直接指導をしたり、イン
ターネットでも経過観察や指
導をしたりしています。また、
中国からの研修生も受け入れ
ています。

１ 農業指導・就農支援
就農希望の方へ、農業指導や働き
ながら就農の自立支援を行ってい
ます。仕事以外にも、畑を借りて他
の野菜の栽培に挑戦するなど、や
る気があれば農業をとことん勉強
することができます。現在は、20歳
代から40歳代までの13名が、農業
のスペシャリストを目指して一生
懸命働いているそうです。

２ 遊休農地の有効利用
経営面積は、畑や施設を全部合わ
せると約11ha。この土地は、担い
手がいないため使われなくなっ
た畑、いわゆる遊休農地を買い
取ったり、借りたりして増やして
いるそうです。畑は設楽町にもあ
り、就農希望の方たちが、夏期だ
け共同生活をしながら、高原キャ
ベツを栽培しています。

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

農
業
っ
て
す
ば
ら
し
い
！
若
き
農
業
人
の
挑
戦

▲ミニトマト栽培

▲中国からの研修生たち

▲設楽町の高原キャベツ畑

▲中国の農場での指導
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＊
冬
の
使
者
～
初は

っ
た
ち
い
け

立
池
の
カ
モ

　

豊
川
用
水
の
最
終
貯
水
池〝
初
立
池
〟に
は
、

毎
年
10
月
中
旬
か
ら
カ
モ
な
ど
が
飛
来
し
、３

月
ご
ろ
ま
で
滞
在
し
て
い
ま
す
。

　

今
冬
は
、コ
ガ
モ
や
マ
ガ
モ
、キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ

キ
な
ど
、６
種
類
が
羽
を
休
め
て
い
ま
す
。こ
の

時
期
の
雄
は
、繁
殖
羽
で
被
わ
れ
大
変
き
れ
い

で
す
。20
年
ほ
ど
前
に
は
、２
万
羽
近
く
の
カ
モ

で
池
は
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近

は
１
～
２
千
羽
ほ
ど
に
減
っ
て
し
ま
い
少
し
残

念
で
す
。

　

初
立
池
周
辺
に
は
、約
２
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
散
策
路
や
国
指
定
史
跡
の
東
大
寺
瓦
窯
跡
が

あ
り
、四
季
を
と
お
し
て
散
策
す
る
人
の
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。カ
モ
た
ち
が
北
に
帰
る
こ
ろ
に

は
、散
策
路
の
桜
も
満
開
と
な
る
で
し
ょ
う
。

朝倉登
と き こ

喜子▲初立池（下）と越冬中のカモ（上）
　写真撮影：葉山茂生さん

　

藤
井
さ
ん
は
、
渥

美
半
島
に
た
く
さ
ん

の
人
に
遊
び
に
来
て

も
ら
い
、
農
業
に
つ
い
て
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う

熱
意
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
も
、
も
っ
と
田
原
の
農
業
に
つ

い
て
知
り
た
い
し
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
の
パ
ワ
フ
ル

で
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
人
柄

に
魅
力
を
感
じ
て
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る

人
が
た
く
さ
ん
・
・
・

　

藤
井
英
夫
さ
ん
っ
て
ど
ん
な
人
？

　

そ
の
人
柄
に
迫
る

　

お
会
い
し
て
び
っ
く
り
し
た
の
が
、
と
て
も
お

若
い
と
い
う
こ
と
！
現
在
、
藤
井
さ
ん
は
34
歳
だ

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
考
え
る
前
に
動
く
と
い
う

か
な
り
の
行
動
派
で
、
と
て
も
熱
い
心
の
持
ち
主

で
す
。

　

藤
井
さ
ん
の
家
は
も
と
も
と
農
家
。
畑
仕
事
は

よ
く
手
伝
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
土
木
作
業
や

ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
の
移
動
販
売
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り
農

業
が
大
好
き
だ
っ
た
藤
井
さ
ん
。
そ
の
後
は
実
家

の
農
業
を
継
ぎ
、「
や
る
な
ら
違
っ
た
こ
と
を
し

た
い
！
」
と
平
成
19
年
７
月
４
日
に
会
社
と
し
て

農
業
経
営
を
始
め
ま
し
た
。
向
上
心
の
強
い
方
で
、

「
頼
ま
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
絶
対
に

断
り
ま
せ
ん
。
限
界
に
挑
戦
し
な
い
と
、
そ
こ
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
藤
井
さ
ん
の
信
念
は
、〝
達
成
す

る
ま
で
や
る
〟。

　

今
後
の
目
標
を

聞
く
と
、「
農
業
人

を
増
や
し
て
い
く

こ
と
」だ
そ
う
で
す
。

　

農
業
修
行
中
の
渡
辺
さ
ん
に

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

現
在
、
藤
井
さ
ん
の

も
と
で
働
い
て
１
年
に

な
る
施
設
主
任
の
渡
辺

満
さ
ん
に
、
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

ー
現
在
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

【
渡
辺
さ
ん
】
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
始
め
て
み

た
い
と
思
っ
た
と
き
、
前
の
会
社
の
後
輩
か
ら

藤
井
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ー
こ
の
職
場
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

【
渡
辺
さ
ん
】
自
由
に
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
！
で

も
何
よ
り
も
、
藤
井
さ
ん
の
人
柄
に
ひ
か
れ
ま

し
た
。

ー
今
後
の
目
標
は
？

【
渡
辺
さ
ん
】
今
後
も
こ
こ
で
働
き
な
が
ら
学
び
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
管
理
を
全
部
自
分
で
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
。

▲マガモ

▲渡辺満さん

▲藤井英夫さん

来たれ
！

農業人
！！
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校区の概要

　和地校区は、田原市の南西部に
位置し、南側を太平洋遠州灘、北側
を赤石山系の山々に囲まれ、東西
に伸びる国道42号に沿って集落が
形成されています。
　海岸は、渥美半島の太平洋岸で
は珍しく岩場があり、他地区より
も耕地が少ない地形であることか
ら、明治以降までは半農半漁が主
な生活形態の地域でした。海・山の
産物に恵まれた漁獲収益の高い村
で、特に“和地わかめ”は江戸幕府
に献

けん

納
のう

されたと記されています。
　その後は、昭和26年の県営暖地
園芸試験場の設置、昭和40年代の
豊川用水通水や土地改良事業によ
るほ

・

場整備、構造改善事業「和地温
室団地」の建設などにより、施設園
芸が飛躍的に発展を遂げました。
現在も、施設園芸を中心とした、花
き・メロン・トマトなどの栽培が盛
んで、昭和49年には、当時の皇太子
と皇太子妃（現天皇・皇后両陛下）
が、電照菊栽培ご視察のため温室
団地に行

ぎょうけい

啓されています。

ふれあい活動

　地域コミュニティの拠点施設で
ある市民館は、カラオケ・手芸・囲
碁・詩

し

舞
ぶ

・シニア体操など各種の催
しに利用されています。毎年11月
の市民館まつりでは、老人クラブ
による竹馬づくりなど多彩な催し
を行い、老若男女多くの校区民が
ふれあいときずなを深める機会と
なっています。

　また、ビーチボールバレー大会、
グラウンドゴルフ大会などの各種
スポーツ大会や、カラオケ大会・敬
老会などの各種行事にも多くの校
区民が積極的に参加し、地域の連
帯感の向上につながっています。

里山づくり

　和地小学校の北にある山は「裏
山」の愛称で呼ばれ、昔から里山と
して整備が行われ、愛されてきま
した。現在も、和地小学校の児童と
ＰＴＡが中心となり、自生するサ
サユリを保護する「ササユリの里」

づくりや「実のなる木」の植栽が行
われ、豊かな自然を生かした里山
づくりが進められています。

美化活動

　校区の基幹道路である国道42号
沿いでは、既設花壇の整備のほか、
夏から秋にかけてはコスモスを、
冬から春にかけては菜の花を畑に
植えて景観形成に努めています。
さまざまな花が観光客の目を楽し
ませているとともに、コスモスの
種まきには和地小学校の児童も参
加するなど、地域の子どもたちの
学習の場にもなっています。

●

校
区
自
己
紹
介
⑲

●和地海岸

基 礎 デ ー タ
【人口】 1,383人（H21.12.31現在）

【世帯】 343世帯（H21.12.31現在）

【面積】 約870ha
【公共施設】 和地小学校・渥美最終処分場
【史跡】 皿山古窯群
【主な産業】 農業

世代を越えた人の和と
地の利を活かす 里づくり

●市民館まつり

●里山づくり

●菜の花畑●温室団地

平成 22年 2月15日   　  　　　　　　　　│ 4 │
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職場体験の取り組み

　　新たな自分への第一歩（東部中学校）

　東部中学校では、総合的な学習の時間で「生き方」をテ
ーマに学んでいます。
　昨年の６月に行った職場体験では、生徒たちは仕事へ
のこだわりや仕事に対する責任の重さ、働くことの大変
さを体感しました。また、多くの人の優しさにも触れ、働
く上でのチームワークの大切さや、思いやりの心も学ぶ
ことができました。昨年の文化祭では、「僕が最もうれし
く感じたのは、お客さまや事業所の方
から〝ありがとう〟と言われたときで
す。たった一言だけど、その一言で今ま
での疲れも吹っ飛び、また頑張ろうと
いう気持ちになれました」と発表した
生徒もいました。
　今回の職場体験が、自分自身の夢や
目標に向かい、大きな一歩を歩み出す
きっかけになったようです。

未来の自分へ向かって（伊良湖岬中学校）

　伊良湖岬中学校では、昨年の６月に職場体験学習を
行いました。生徒たちは、学校で事前に働くことの意義
を考えたり、人生の先輩を招いてお話を聞いたりしま
した。短い期間ですが、生徒たちは学校を離れ、さまざ
まな仕事に挑戦しました。
　職場体験が始まり、初日は緊張した面持ちの生徒が
ほとんどでしたが、日を追うごとに笑顔で園児や児童、
お客さんと接していくようになりました。事業所の

方々からは、「生徒たちの笑顔が素敵
でした」「この経験で感じたことをこ
れからの生活に生かして、がんばっ
てください」など、温かい言葉をたく
さんいただきました。
　生徒たちは、これまでに経験した
ことのない貴重な体験をすることが
できました。

　平成18年度から始まった中学生の職場体験も今年度で４回
目。今回は、昨年の６月と11月に、市内の中学２年生が市内の事
業所などで取り組んだ５日間の職場体験をご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

▲きつい仕事にも進んでチャレンジ

◦不良品を出さないように、慎重に作業

◦初めてのトリマー体験

◦園児を喜ばせた紙芝居の読み聞かせ

◦アドバイスを受けながら調理に挑戦

愛情を込めて丁寧に袋詰め

▲

ゴム製品製造

レストラン

鉢物栽培

動物病院

保育園

スーパー
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１

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

学
校
給
食
週
間（
１
月
24
日
～
30
日
）に
合
わ

せ
、地
元
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
献
立

で
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。田
原
東
部
小
学
校

に
は
、鈴
木
克
幸
田
原
市
長
ら
が
訪
問
。児
童
た
ち

と
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、田
原
産
の
牛
肉
な
ど

が
使
わ
れ
た「
牛
丼
」を
楽
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
で

お
い
し
く
元
気
に
！

１
月
25
日［
月
］

▲「好きな食べ物は？」と聞かれ、「何でもおいしく食べるよ」と答える市長

　

平
成
21
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
で
団

体
表
彰
さ
れ
た﹃
あ
か
ば
ね
塾
﹄の
代
表
・
金き
ん
ぱ
ら原
康

朗
さ
ん（
若
見
町
）が
、田
原
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。今
回
の
受
賞
は
、同

団
体
の
環
境
保
護
活
動
な
ど
に
よ
る
、地
域
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▲「この活動をできる限り長く続けていきたい」と話した金原さん（左）

地
域
づ
く
り
の
情
熱

総
務
大
臣
表
彰
！

１
月
13
日［
水
］

　

第
56
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
、田
原
市

博
物
館
で
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。行
わ

れ
た
訓
練
は
、火
災
通
報
や
入
場
者
の
避
難
誘
導
、

文
化
財
の
搬
出
、一
斉
放
水
な
ど
。参
加
者
ら
は
、

貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、本
番
さ
な
が
ら
の

緊
張
感
で
、一
連
の
動
作
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

▲機敏な動作で、博物館に向けて一斉放水を行う消防隊員たち

防
火
意
識
を
高
め

文
化
財
を
守
る

１
月
26
日［
火
］

▲「好きな食べ物は？」と聞かれ、「何でもおいしく食べるよ」と答える市長

▲機敏な動作で、博物館に向けて一斉放水を行う消防隊員たち

▲「この活動をできる限り長く続けていきたい」と話した金原さん（左）
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給
８
５
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
３
日

（
水
）ま
で
に
教
育
総
務
課
に
あ
る
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
教
育
総
務
課

☎
23
局
３
５
３
０　

22
局
３
８
１
１

▼
募
集
人
数
＝
若
干
名　

▼
勤
務
場
所
＝

①
中
央
図
書
館
②
渥
美
図
書
館　

▼
勤
務

形
態
＝
①
週
５
日
、
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
②
週
５
日
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
／
平
日
午
後
（
４
時
間
）

／
土
・
日
曜
日
・
祝
日
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分　

▼
採
用
期
間
＝
①
４

月
20
日（
火
）～
９
月
30
日（
木
）
②
４
月

１
日（
木
）
～
９
月
30
日（
木
）　

▼
賃
金
＝

時
給
８
１
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
・

書
類
選
考　

▼
試
験
日
時
＝
３
月
９
日

（
火
）午
後
１
時
30
分
～　

▼
申
し
込
み
＝

３
月
２
日（
火
）
午
後
５
時
ま
で
に
、
申

込
用
紙
を
中
央
図
書
館
一
般
カ
ウ
ン
タ
ー

へ
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
３
月
２
日（
火
）

必
着
／
募
集
要
項
と
申
込
用
紙
は
、
各
図

書
館
に
て
配
布
（
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）　

▼
そ
の
他
＝

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
図
書
館
（
中
央
図
書
館
）

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/library

▼
募
集
人
員
＝
３
名　

▼
対
象
＝
次
の
要

件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方　

①
普
通
自
動

車
免
許
を
お
持
ち
の
方
②
心
身
と
も
に
健

康
な
方　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
東
部
小
学

校
・
田
原
中
部
小
学
校
・
野
田
中
学
校　

▼
勤
務
内
容
＝
施
設
・
設
備
の
整
備
、
給

食
の
配
膳
お
よ
び
学
校
の
管
理
運
営
の
た

め
に
必
要
な
業
務　

▼
勤
務
形
態
＝
原

則
、
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
～
午
後
５
時
の
う
ち
６
時
間　

▼
採

用
期
間
＝
４
月
１
日
（
木
）
～
９
月
30

日
（
木
）　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
期
日

な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
賃
金
＝
時

　

い
ず
れ
も
１
区
画
20
㎡（
５
ｍ
×
４
ｍ
）

の
広
さ
で
、
利
用
料
は
年

額
５
０
０
０
円
で
す
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
サ
ン
テ
フ
ァ
ー
ム

▼
場
所
＝
田
原
市
野
田
町
芦
ヶ
池
地
内　

▼
区
画
数
＝
90
区
画　

▼
利
用
期
間
＝
４

月
１
日
～
平
成
23
年
３
月
31
日　

▼
申
し

込
み
＝
サ
ン
テ
パ
ル
ク
に
あ
る
利
用
許
可

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
受
付
期
間
＝
２
月
16
日
（
火
）
～
３
月

５
日（
金
）／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

■
田
原
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園

▼
場
所
＝
田
原
市
田
原
町
北
荒
井
地
内　

▼
区
画
数
＝
50
区
画　

▼
利
用
期
間
＝
４

月
１
日
～
平
成
23
年
３
月
31
日　

▼
申
し

込
み
＝
農
政
課
ま
た
は
営
農
支
援
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
利
用
許
可
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出　

▼
受
付
期
間
＝
２

月
16
日（
火
）～
３
月
５
日
（
金
）／
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
（
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
）

☎
45
局
３
１
１
４　

45
局
３
４
１
９

　

田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
財
源

の
確
保
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的

に
、
生
涯
学
習
情
報
誌
（
平
成
22
年
度
上

半
期
）
へ
の
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
枠
数
＝
表
紙
２
枠
、
裏
表
紙
10
枠

▼
掲
載
場
所
＝
生
涯
学
習
情
報
誌
（
平
成

22
年
度
上
半
期
）
の
表
紙
お
よ
び
裏
表
紙

／
発
行
部
数
１
９
９
０
０
部　

▼
広
告
の

サ
イ
ズ
お
よ
び
掲
載
料
＝
【
１
種
広
告
】

縦
４
・
５
㎝
×
横
８
・
５
㎝
、
表
紙
１
回

２
万
円
／
裏
表
紙
１
回
１
万
５
０
０
０
円

ほ
か（
２
種
広
告
お
よ
び
割
引
制
度
あ
り
）

▼
申
し
込
み
＝
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
に

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
・

押
印
し
た
も
の
に
広
告
原
稿
、
会
社
概
要

な
ど
を
添
付
し
て
直
接
提
出　

▼
そ
の
他

＝
申
し
込
み
の
際
に
は
、
要
綱
・
要
領
な

ど
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
申
込

書
お
よ
び
要
綱
な
ど
に
つ
い
て
は
、
田
原

市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

生
涯
学
習
情
報
誌
へ
の
広
告

田
原
市
臨
時
職
員

（
学
校
臨
時
用
務
員
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
図
書
館
業
務
）

「
サ
ン
テ
フ
ァ
ー
ム
」お
よ
び

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」利
用
者
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愛
知
県
で
は
、
児
童
に
食
育
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
小

学
４
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
、
食
育

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は
、
62
点
の
応
募
が
あ
り
、
優

秀
賞
に
１
点
、
佳
作
に
３
点
が
入
賞
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の

と
お
り
応
募
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

◉
優
秀
賞
（
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
）

　

鈴
木
雄
太
く
ん（
赤
羽
根
小
学
校
４
年
）

◉
佳
作

　

太
田
安
美
さ
ん（
赤
羽
根
小
学
校
６
年
）

　

河
合
連
太
郎
く
ん（
田
原
中
部
小
学
校
４
年
）

　

本
庄
逸
真
く
ん（
田
原
中
部
小
学
校
４
年
）

▼
展
示
期
間
＝
３
月
２
日
（
火
）
～
３
月

14
日
（
日
）　

※
月
曜
日
休
館　

▼
場
所

＝
田
原
文
化
会
館　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、寒
さ
も
和
ら
ぎ
、

火
へ
の
注
意
も
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。

火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
る
た
め
に
、
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▪
住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
寝
具
や

衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
、
防
炎
製
品

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
火
災
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
を
守
る

た
め
に
、
近
所
の
協
力
体
制
を
整
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▲鈴木雄太くんの作品

消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元

に
ら
め
っ
子

平
成
21
年
度
防
火
標
語

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

現
在
、
土
地
台
帳
に
つ
い
て
は
、
税
務

課
窓
口
で
、
専
用
端
末
に
よ
り
閲
覧
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
昨
今
の
個
人

情
報
保
護
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
、
４
月

１
日
（
木
）
か
ら
所
有
者
住
所
を
削
除
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
１
月
14
日
、
平
成
22
年
福
江
小
学
校
区

（
福
江
・
保
美
）
厄
年
一
同
様
か
ら
、
福

江
小
学
校
の
教
育
向
上
の
た
め
、
普
通
教

室
全
面
上
ク
ロ
ス
貼
り
掲
示
板
２
基
、
図

書
34
冊
。

▼
1
月
21
日
、
株
式
会
社
ジ
ッ
プ
ド

ラ
ッ
グ
様
か
ら
環
境
保
護
活
動
の
た
め

23
万
４
５
２
０
円
。

▼
１
月
８
日
、笠
井
喜
美
子
様
（
東
京
都
）

か
ら
金
10
万
円
。

食
育
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
決
定
と
作
品
展
示

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動　
　

３
月
１
日
月
～
３
月
７
日
日

土
地
台
帳
の
閲
覧
可
能
項
目
か
ら

所
有
者
住
所
を
削
除
し
ま
す

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
た
は
ら
２
月
１
日
号
の
お
知

ら
せ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

❖
13
ペ
ー
ジ
募
集
記
事

田
原
市
嘱
託
員「
バ
ス
運
転
業
務
員
」

（
正
）▲

勤
務
形
態
＝
田
原
市
役
所
は
原
則

週
35
時
間
以
内
、ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
は
月
～

土
曜
日
／
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

（
誤
）▲

勤
務
形
態
＝
月
～
日
曜
日
／
午
前

９
時
～
午
後
５
時

❖
16
ペ
ー
ジ
募
集
記
事

田
原
福
祉
専
門
学
校
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
科

２
級
コ
ー
ス
受
講
生

（
正
）▲

受
講
料
＝
７
万
円
／
免
除
規
定
あ

り（
受
講
開
始
前
３
か
月
以
上
田
原
市
民

で
あ
る
方
、ま
た
は
現
に
市
内
で
・・・

（
誤
）▲

受
講
料
＝
７
万
円
／
免
除
規
定
あ

り（
受
講
開
始
前
３
か
月
以
上
田
原
市
民

で
あ
る
方
で
、現
に
市
内
で
・・・
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▪「
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
」
に

　

登
録
し
ま
し
ょ
う
！ 

【
登
録
方
法
】

1
登
録
シ
ー
ト
に
、
氏
名
・
住
所
な
ど
必

要
事
項
を
記
入
し
、
家
庭
で
で
き
る
省

エ
ネ
行
動
の
一
覧
の
中
で
、
自
分
で
も

で
き
る
と
思
う
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク

　

※
登
録
シ
ー
ト
は
、
市
役
所
エ
コ
エ
ネ

推
進
室
・
渥
美
支
所
・
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

2
登
録
シ
ー
ト
を
市
役
所
エ
コ
エ
ネ
推
進

室
・
渥
美
支
所
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ

ー
の
い
ず
れ
か
に
提
出

3
後
日
、
登
録
証
と
記
念
品
が
郵
送

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/　

　

常
に
登
録
証
を
持
ち
歩
き
、
省
エ
ネ
行
動

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
に
一
度
、

実
践
項
目
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告
す
る

と
、
内
容
に
応
じ
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
地
球
温
暖
化
防
止
③

　

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

　

寒
い
時
期
に
は
、
暖
房
機
器
を
使
用
す

る
回
数
が
増
え
、
Ｃ
Ｏ
２
の
増
加
に
伴
う

地
球
温
暖
化
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
家
計
に
も
地
球
に
も
や
さ

し
い
省
エ
ネ
行
動
を
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▪
省
エ
ネ
行
動
の
例

◦
暖
房
を
普
段
よ
り
も

１
℃
低
く
す
る
（
20
℃
に
設
定
す
る
）

　

￥
年
間
約
２
０
０
０
円
の
お
得
！

◦
シ
ャ
ワ
ー
を
１
日
１
分
、
家
族
全
員
が

減
ら
す　

※
た
だ
し
、
４
人
家
族
の
場
合

　

￥
年
間
約
４
０
０
０
円
の
お
得
！

◦
１
日
１
時
間
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
を
減

ら
す

　

￥
年
間
約
１
０
０
０
円
の
お
得
！

◦
１
日
５
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

を
実
行
す
る

　

￥
年
間
約
２
０
０
０
円
の
お
得
！

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
６
０
５
人・
事
業
所
20
か
所（
１
月
末
現
在
）

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

46

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

「
も
や
せ
る
ご
み
」
と
し
て
、
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
（
廃
食
用
油
）
。
今
回
は
、
廃

食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
一
つ
と
し
て
、
廃
油
ろ
う
そ

く
の
作
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

廃
油
ろ
う
そ
く
を

作
っ
て
み
よ
う
！

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

♥
用
意
す
る
も
の

　

•
廃
食
用
油（
こ
し
た
も
の
）

　

•
廃
油
凝
固
剤

　

•
ク
レ
ヨ
ン（
色
付
け
用
）

　

•
タ
コ
糸

　

•
割
り
ば
し（
竹
串
で
も
よ
い
）

　

•
空
容
器（
金
属
製
の
容
器
や
広
口
び

　
　

ん
な
ど
溶
け
に
く
い
も
の
）

♥
作
り
方

①
ク
レ
ヨ
ン
を
細
か
く
削
る
。

②
廃
油
ろ
う
そ
く
の
芯
に
な
る
タ
コ
糸
を
、

　

容
器
の
中
央
に
セ
ッ
ト
す
る
。芯
を
割 

　

り
ば
し
で
挟
み
、容
器
に
固
定
す
る
。

③
鍋
な
ど
で　

℃
〜　

℃
を
目
安
に
、廃

　

食
用
油
を
温
め
、刻
ん
だ
ク
レ
ヨ
ン
を

　

入
れ
る
。

④
ク
レ
ヨ
ン
が
溶
け
た
ら
、凝
固
剤
を
入

　

れ
て
か
き
混
ぜ
、油
が
固
ま
る
前
に
容

　

器
へ
入
れ
る
。

⑤
冷
め
て
固
ま
っ
た
ら
出
来
あ
が
り
。

　

廃
油
ろ
う
そ
く
は
、電
灯
の
よ
う

な
明
る
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ろ
う

そ
く
を
灯
し
た
時
の
雰
囲
気
を
味

わ
っ
た
り
、防
災
用
に
備
え
た
り
、活

用
方
法
は
あ
な
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、好
き
な
色
を
付
け
る
こ
と

で
、き
れ
い
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
廃
油
ろ

う
そ
く
に
、ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
入
れ
れ

ば
、ほ
の
か
に
良
い
香
り
が
す
る
ア
ロ

マ
キ
ャ
ン
ド
ル
に
大
変
身
！
廃
食
用

油
の
独
特
な
に
お
い
を
消
す
こ
と
が

出
来
ま
す
。

ア
レ
ン
ジ
も
出
来
る
よ
！

廃
油
ろ
う
そ
く
作
り
に
、チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。出
来
あ

が
っ
た
ろ
う
そ
く
を
囲
み
な
が
ら
、家

族
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、話
し
合
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

８０

８５
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防
災
ま
め
知
識

安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル

こ
ん
に
ち
は
、〝
か
ん
ち
ゃ
ん
〟で

す
。

　

田
原
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
へ
防
災

情
報
な
ど
を
お
届
け

す
る
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
。

▪
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
る
情
報

◉
防
災
情
報

　

bousai@
city.tahara.aichi.jp

◦
気
象
警
報
（
波
浪
警
報
を
除
く
）
お

よ
び
津
波
注
意
報
・
警
報

◦
地
震
情
報
（
市
内
で
震
度
１
以
上
）

◦
東
海
地
震
注
意
情
報
な
ど
の
東
海
地

震
関
連
情
報

◉
防
災
行
政
無
線
情
報

　
m
usen@

city.tahara.aichi.jp
◦
防
災
行
政
無
線
（
同
報
無
線
）
で
市

内
全
域
に
放
送
し
た
内
容

※
地
区
ご
と
に
放
送
さ
れ
る
内
容
は
配

信
さ
れ
ま
せ
ん

◉
防
犯
情
報

　

bouhan@
city.tahara.aichi.jp

◦
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
防
犯
情
報

（
不
審
者
情
報
な
ど
）

▪
登
録
方
法

▪
携
帯
電
話
か
ら

◦
各
情
報
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
空か
ら

メ
ー

ル
（
件
名
・
本
文
は
空
欄
）
を
送
信

▪
パ
ソ
コ
ン
か
ら

₁
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
city.tahara.aichi.jp/

）
を
開
く

₂
「
救
急
・
災
害
」
メ
ニ
ュ
ー
の
「
安
心

安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
」
を
選
択

₃
ガ
イ
ド
の
手
順
で
、
各
情
報
の
受
信
を

希
望
す
る
お
持
ち
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
）
を
登
録

▪
解
除
方
法

◦
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
登
録
案
内

ペ
ー
ジ
に
あ
る
配
信
解
除
フ
ォ
ー
ム

に
入
力
、
ま
た
は
各
情
報
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
へ
、
本
文
に
「
登
録
解
除
」

と
記
入
し
て
送
信

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

姉妹都市・設楽町の津具保育園児と「菜の花交流」
今回は、１月15日（金）に田原市内で行われた「菜の花交流」をご紹介します。

　そしてメインは「菜の
花狩り」です。一面に
広がる菜の花畑に飛
び込んだ園児たちは、
花を摘んだり髪飾りを
作ったりと、ひと足早い
春を満喫しました。

　受け入れを行ったＮＰＯ法人
田原菜の花エコネットワークの皆
さんは、一年ぶりに再会した園
児たちの喜ぶ姿を見て、終始目
を細めていました。
　次回は、クリスマスに合わせ
て、津具保育園へ菜の花を届
ける予定です。

◉交流のきっかけ
　平成14年12月、旧田原町農業委員会が豊川用水
を通じて上流域から届けられる「水」への感謝を込め
て、設楽町の津具保育園に菜の花を贈りました。これ
がきっかけとなり、その後も一年ごとに相互訪問を続け
ています。
◉津具保育園児が田原市にやってきました

　８回目となる今回は、津具保
育園児10名が菜の花が咲き
誇る田原市にやってきました。
サンテパルクたはらで遊んだ
後は、鈴木睆

かんぞう

三さん（赤羽根
町）のハウスで「イチゴ狩り」。
真っ赤に熟したイチゴに囲まれ
て、園児たちの目はキラキラ。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７

▼

どのイチゴにしようかな ▲大きな花束ができたよ

▲菜の花畑を駆け回る園児たち

│ 11 │　　　　　　　　　　平成 22年 2月15日
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明
治
時
代
に
な
る
と
、
日
本
に
は
西
洋

の
思
想
や
文
化
、
技
術
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
は
な
い
新
た
な
文
化
が
劇

的
に
押
し
寄
せ
て
き
ま
し

た
。
人
々
は
、
そ
の
新
し
い

時
代
の
波
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
き
ま
す
。し
か
し
、

多
く
の
知
識
人
は
、
い
ち
早

く
輸
入
さ
れ
た
思
想
に
限
界

を
感
じ
、
行
き
詰
ま
り
、
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

い
っ
た
よ
う
で
す
。そ
こ
で
、

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
方
法
と

し
て
、
日
本
人
が
長
い
時
間
を
か
け
て
自

然
と
身
に
付
け
て
い
た
姿
勢
や
呼
吸
法
、

す
な
わ
ち
〝
静
坐
法
〟
が
支
持
さ
れ
た
の

で
す
。
腰
を
立
て
た
姿
勢
と
腹
式
呼
吸
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

虎
二
郎
は
、
日
本
人
な
ら
静
坐
、
西
洋

人
な
ら
ダ
ン
ス
で
も
良
い
、
と
言
っ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
民
族
本
来
の
自

然
体
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
虎

二
郎
の
思
想
の
宇
宙
的
な
大
き
さ
を
感
じ

ま
す
。
静
坐
を
と
お
し
て
、
日
本
人
の
修

養
を
行
お
う
と
し
た
壮
大
な
日
本
人
改
革

で
あ
っ
た
の
で
す
。
科
学
的
な
理
論
と
し

て
は
、
静
坐
は
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
え
ま

す
。
理
解
す
る
た
め
に
、
理
屈
を
考
え
よ

う
と
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
の
時
、
虎
二
郎
は
き
っ
と
こ
う

言
う
で
し
ょ
う
。「
ま
あ
、
黙
っ
て
座
り
な

さ
い
」
と
。

　

こ
こ
で
、
虎
二
郎
の
静
坐
法
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
静
坐
の
方
法
は
松
浦
邦

保
さ
ん
の
資
料
を
引
用
し
た
も
の
で
す
。

◉
静
坐
法

【
姿
勢
】

 • 

両
足
は
、
土
踏
ま
ず
の
と
こ
ろ
で
、深
く

×バ
ツ

形
に
重
ね
る
。
ひ
ざ
頭
を
少
し
開
く
。

 • 

両
手
は
、ど
ち
ら
か
の
親
指
を
軽
く
握
っ

て
腹
に
つ
け
、
手
の
ひ
ら
を
下
に
向
け

て
、
ひ
ざ
の
う
え
に
置
く
。

 • 

目
と
口
は
、
力
ま
ず
に
閉
じ
る
。

 • 

腰
骨
を
思
い
切
り
前
へ
出
す
。（
腰
を
立

て
る
）　

 • 

あ
ご
を
引
き
、
肩
の
力
を
抜
き
、
み
ぞ
お

ち
を
落
と
す
。

【
呼
吸
】

 • 

口
を
結
び
、
鼻
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
息
を

出
す
。

 • 

息
を
少
し
ず
つ
出
し
な
が
ら
、
へ
そ
の

下
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

 • 
息
を
全
部
出
さ
ず
、
苦
し
く
な
る
前
に

は
く
の
を
や
め
る
。

 • 

吸
う
と
き
は
、
無
理
に
吸
い
込
ま
ず
、

へ
そ
の
下
を
ゆ
る
め
る
と
、自
然
に
入
っ

て
く
る
。

田
原
が
誇
る
思
想
家
・
岡
田
虎と

ら
じ
ろ
う

二
郎
2

　

こ
れ
ら
を
30
分
は
続
け
ま
す
が
、
初
め

は
静
坐
の
姿
勢
を
作
る
こ
と
す
ら
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
腰
を
入
れ
る
動

作
、
腹
式
呼
吸
の
方
法
は
、
大
リ
ー
グ
・

シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手

も
応
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

次
回
は
、
虎
二
郎
の
語
録
を
ご
紹
介
し

ま
す
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
増
山
）　

▼

【
表
紙
の
写
真
】菜
の
花
電
車

▼
満
開
の
菜
の
花
に
囲
ま
れ

て
、
じ
っ
と
〝
菜
の
花
電
車
〟

が
来
る
の
を
待
つ
私
。
き
っ

と
通
り
が
か
り
の
人
は
、
か
な
り
の
鉄

道
フ
ァ
ン
だ
と
思
っ
た
は
ず
・・・
。
菜

の
花
の
香
り
に
包
ま
れ
て
い
る
と
、
風

は
冷
た
く
て
も
、
ま
る
で
春
が
来
た
よ

う
な
気
分
に
。
私
も
、
菜
の
花
電
車

に
乗
っ
て
、
出
か
け
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。（
Ｏ
）

▲静坐姿の岡田虎二郎

▲

静
坐
の
姿
勢（
腰
を
立
て
や
や
前
か
が
み
の
重
心
）
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